
（別記様式第１号）

☎

設置目的
自然に満ちた環境下において、集団生活及び野外活動等を通して青少年の情操や

社会性を育み、心身の成長を助長することを目的として設置

施設概要

小、中学校の児童及び生徒の宿泊訓練、野外活動、青少年・社会教育関係団体等の研修活動を実施。

●敷地面積…21,441.34㎡

●総延床面積・・・1,186.2㎡

●主要施設▼宿泊棟…宿泊室4部屋（各部屋20人定員）、給食室、宿泊風呂▼体育館…ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝや雨天時

の活動に利用▼その他…雨天活動場4、東屋、ﾛｸﾞﾊｳｽ5、外風呂3

指定管理者

名称 公益財団法人　周南市ふるさと振興財団

代表者 理事長　藤井　律子

令和７年度（令和６年度分）　指定管理者評価表【基本事項】

１．指定管理施設及び指定管理者概要

施設名称 周南市大田原自然の家

所管課
生涯学習課

所在地 周南市大字中須北3194番地

設置年月日 昭和57年5月8日 22－8697

非公募 料金制度 使用料

所在地 山口県周南市徳山港町1番1号

連絡先
電話 0834-33-7701 E-mail　info＠furusatoshunan.com

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ https://furusatoshunan.com/

指定期間

募集方法

　令和６年４月１日　～　令和８年３月３１日 年数 2 年間

指定管理の主な業務

1　大田原自然の家の運営に関する業務

2　大田原自然の家の施設及び設備の維持管理に関する業務

3　大田原自然の家の設置目的の達成のために必要な業務

4　その他

２．施設の運営状況

目標管理

目標指標名 年　度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

① 利用者数（人）
目標値 8000 9000

実績値 8894 ―

②
目標値

実績値 ―

指定管理業務

に係る収支状況

項目 　　収支計画額（円） 　　　実績額　（円）

収

入

指定管理料 40,563,000 40,377,400

利用料金収入

その他の収入 10,731

計 40,563,000 40,388,131

支

出

人件費 31,364,000 30,743,535

物件費 4,144,000 3,749,336

委託料 1,846,000 1,844,670

その他 3,209,000 1,850,970

計 40,563,000 38,188,511

参

考

使用料収入 329,000 181,130

自主事業収入

自主事業経費
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施　設　名

指定管理者名

評価項目 評価

目標の達成状況 Ｂ

体制・人事 Ｂ

業務の運営 Ｂ

施設の維持管理（衛生・美観） Ｂ

施設の維持管理（点検・修繕等） Ｂ

緊急時の対応 Ｂ

サービス向上

自主事業 Ｂ

ＰＲ・情報提供 Ｂ

苦情(要望・意見)への対応 Ｂ

情報共有 Ｂ

利用者満足度調査 Ａ

収支状況 Ｂ

経理事務の状況 Ｂ

コンプライアンス Ｂ

総

合

評

価

B

平

均

点
3.1

※4点満点

毎月、宿泊施設や各種設備、プログラムに使用する備品等の点検を行っている。5月・11

月を点検強化月間とし、特に詳細な点検を実施している。活動利用コース整備や樹木の

剪定なども、計画表に基づき管理が行われている。

評価事項・不適切事項等

目標値を１割程度上回り、コロナ禍前である平成30年度の水準（8,705人）まで利用

者数を回復させることができている。

必要な人員を確保し、学生等のボランティアとも連携しながら、適切に運営を行うことができ

ている。

周南市大田原自然の家

公益財団法人　周南市ふるさと振興財団

令和７年度（令和６年度分）　指定管理者評価表【評価】

評価結果の割合 項目別評価結果

豊かな自然の中でさまざまな体験プログラムを提供することができる施設は、市内でも他に類を見ないものである。また、多くのボランティ

アと連携しながら事業を展開しており、青少年の健全育成や地域リーダー育成にも貢献することができている。出張指導による学校等

での体験プログラムの提供も積極的に実施し、多くの青少年に体験の機会を提供している。施設内外でのプログラム提供は、多くの利

用者から高い評価を得ている。引き続き利用者の安心・安全を第一義に、多様な体験ができる事業を実施し、令和８年度より移転

する当施設の理念を新施設へと継承していくよう努めていただきたい。

指定管理料の範囲で、適切に運営が行われている。

運営業務に係る管理は適切に行われており、市への使用料も遅滞なく納入されている。

プログラムごとに個人情報の取扱いについて参加者に説明がなされており、提出物についても

遅滞なく市に提出されている。

参加者への対応が適切かつ迅速に行われており、大きなクレームの報告事例はない。

レポートや緊急連絡網により、迅速かつ適切に報告する体制を構築している。毎月、指定

管理者と生涯学習課で対面での定例協議を実施し、情報共有を図っている。

事業ごとに実施しているアンケート調査にて、「利用しての満足度」「活動内容」「スタッフの対応」のい

ずれもが４点満点中3.8点以上、特に受入事業については全プログラムにおいて4点満点という高評

価を得ており、利用者からは非常に高い評価を得ることができている。

主催事業については、悪天候等による事業中止のため、予定されていた事業の８割強の実

施にとどまっているものの、その他運営に関する事項については、要求水準を十分に満たして

いる。

通常の清掃作業に加え、プログラム実施の際にテーブル等の消毒やオリエンテーション等での

衛生指導、消毒スプレー等を使用することにより、衛生環境の維持に努めている。

自然災害時危機管理マニュアルの作成や、定期的なボランティアとの合同防火訓練などを

実施し、安全管理の徹底が図られている。所管課とも、緊急連絡網による連絡体制を整備

している。

事業実施後にアンケートを取り、参加者のニーズを把握することができている。また、職員が

研修会等に参加することで、プログラム実施のために必要なスキル・資格の習得・維持向上

に努めている。

年1回の機関誌発行や、市内児童を対象として、小学校を通してイベント案内を行っている

ほか、インターネットを活用するなど、さまざまな手段でＰＲを行うことができている。
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※端数処理のため、評価結果（A～D）の割合の合計が
100%にならない場合があります。


